
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度大東市立公民館・中央図書館共催事業 

日 時：１月２６日（土）午後２時～３時３０分 

会 場：大東市立総合文化センター（サーティホール） 

２階 こみってぃさろん  

協 力：大東市立中央図書館スタッフ 

対 象：どなたでも 

定 員：先着１０人   

参加費：３００円 （飲み物、お茶菓子付き） 

持ち物：萩尾望都、竹宮惠子に関する本 

その他：本をお持ちでない方、聴講のみの参加も歓迎 

申 込：１月６日（日）から電話か来館 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【申込・問合せ】 

大東市立公民館（指定管理者：株式会社アステム） 

〒574-0037 大東市新町 13－30 

大東市立総合文化センター3 階公民館事務室 

TEL 072－873-3522  FAX 072－873-0119（代） 

本を持ち寄って、楽しくおしゃべりするブック交流会。 

1970 年代、SF・ファンタジーなど多彩なテーマで少女マンガに革新をも

たらし、今尚多くの人々に影響を与え続ける 2 人のマンガ家、萩尾望都

と竹宮惠子。今回は、そんな彼女たちの作品の魅力や世界について語り合

います。なつかしさを覚える方はもちろん、これから読んでみたいと思っ

ている方も大歓迎です。少女マンガの世界をイメージしたお茶菓子付き。 

第八弾 

裏面もご覧ください 

萩尾望都（1949-） 

1949年、福岡県生まれ。1969年マンガ家デビュー。

『ポーの一族』『11 人いる！』『残酷な神が支配す

る』『バルバラ異界』などで受賞多数。2012 年には

少女マンガ家として初の紫綬褒章を受章。2016年、

40年ぶりに『ポーの一族』の新作を発表。（新潮社 HP

より抜粋） 

 

竹宮惠子（1950-） 

1950年、徳島市生まれ。1968年マンガ家デビュー。

2000 年より京都精華大学教授、2014 年同大学学長

に就任。作品に『ファラオの墓』『風と木の詩』『地

球へ…』『変奏曲』『イズァローン伝説』『天馬の血

族』など。（新潮社 HP より抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お茶」 

ちょうどおやつの時間帯にいつも開催しています。お茶する感覚でちょっと参加してみてくだ

さい。そのときのテーマに合わせた、こだわりのお茶菓子を用意するときもあります。 

 

 

「本」 

そのとき旬な作家、なつかしい名作などから、毎回異なるテーマを決めています。身近な

本のプロ、図書館スタッフもテーマに合わせて本を紹介してくれます。毎回テーマが異な

り、その都度参加メンバーも異なるので、初めてでも気軽にご参加いただけます。 

 

 

「おしゃべり」 

おしゃべりが苦手でも大丈夫。人が紹介してくれる本を聞いて知るだけでも、おもしろい

ですよ。もちろん、オススメしたい本や、ご自慢の本があれば、たくさんおしゃべりして

ください。スペシャルゲストを呼んで、トークをしていただくときもあります。 

その名のとおり、「お茶」をのみながら、「本」について「おしゃべり」する集いです。 

 

自分の好きなテーマの回に参加するもよし、新しい本を開拓するために参加するもよし、

お茶べり BOOKサロンを自由に活用してください。ご参加お待ちしています。 
 


